
はじめに

飼料価格高騰による生産コストの上昇にど

のようにして対応していくかは、家畜の生産

技術の視点からのアプローチと経営の全体管

理の視点からのアプローチがあります。

しかし、経営においてこの２つはそれぞれ

が単独でなされるものではなく、これらが両

輪となり、経営者という軸がそれらをつなげ

てうまく回していくことではじめて効果をも

たらすものです。

例えば、飼料価格の高騰に対応するために

DG（１日当たり増体量）をあげるとなれば

飼料給与量が増えて、経費はあがる可能性が

あります。そこで、その増加額に見合った収

入が得られるのかを販売実績や市況等をにら

みながら検討することになります。最終的に

は経営トータルで収益性の向上が見込めるか

を収入・支出の両面から考え、飼料価格の高

騰下で取るべき対応策を練ることとなりま

す。

本稿では、平成１９年の飼料価格高騰下にお

いて経営技術の向上や改善に取り組んだ個別

事例や全国的な畜産経営の動向を紹介しなが

ら、当時、畜産経営がどのように対応してい

ったのかをみていき、その中から、今後の畜

産経営の取り組みのヒントを考えていきたい

と思います。
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導入前 導入後

経産牛飼養頭数 ３２．６頭 ３２．６頭

経産牛１頭当たり産乳量 ７，７２６kg ６，１９４kg

乳価（１kg当たり） ８６．２円 ８６．２円

経産牛１頭当たり乳代収入 ６６５，９８１円 ５３３，９２３円

経産牛１頭当たり収入
（全体）① ７０９，９８１円 ５７７，９２３円

経産牛１頭当たり購入
飼料費 ３４９，４６５円 １９１，９２７円

経産牛１頭当たり生産
費用（売上原価）② ７０６，４６５円 ５４８，９２７円

収支差引（収入－売上
原価）①－② ３，５１６円 ２８，９９６円

【試算結果】

経営個々の取り組みからみる
飼料高騰への対応

【酪農経営 時間放牧による購入飼料費の低減】

ここで紹介する酪農経営は自給飼料生産費

（TDN１kg当たり９９．７円）が購入粗飼料費よ

りも１７．１円も高く生産コストの圧縮に反映さ

れていない状況を改善するために時間放牧を

取り入れた事例です。

時間放牧（１０～１６時）を導入したことによ

り表１の通り購入飼料費を経産牛１頭当たり

で４５％（１５万７５３８円）削減することができま

した。

一方で、放牧の導入により産乳量は経産牛

１頭当たりで２０％（１５３２kg）低下し、経産

牛１頭当たり収入が減少し、今後に技術改善

の余地が残っています。しかし、結果として

は、飼養頭数の増頭効果もあり、経営全体の

年間経常所得は７０万１０００円増加し所得率は

３３．２％から４０．１％に上昇しました。

この結果は、実際には、放牧導入の１要因

だけでなく、飼養頭数、乳価、飼料以外の生

産費用などさまざまな要素が合わさってのも

のですが、時間放牧導入が大きな要因となっ

たことは間違いありません。

そこで、この事例を基に放牧導入の効果が

収支にどれだけの影響を与えたのかを、購入

飼料費以外の生産費用、乳価、飼養頭数を固

定し、購入飼料費と産乳量の増減で試算比較

をしてみます。

【比較条件】

経産牛飼養頭数 ３２．６頭、乳価 ８６．２円/１kg、

乳代以外の収入 経産牛１頭当たり４万４０００

円、購入飼料費以外の生産費用 経産牛１頭

当たり３５万７０００円

上表の通り、時間放牧の影響を購入飼

料費と産乳量の増減から試算比較した場

合、収支差引（収入－売上原価）で経産

牛１頭当たり２万５４８０円の効果が出てい

ます。

実際には、時間放牧の導入により飼養

管理の技術力の違いや生産資材費の増

減、労働時間の変化などさまざまな要素

が経営に現われてきます。そこで、畜産

導入前 導入後

経産牛平均飼養頭数 ３２．６頭 ３５．８頭
経産牛１頭当たり購入飼料費 ３４９，４６５円 １９１，９２７円
経産牛１頭当たり売上原価 ７０６千円 ５１２千円
経産牛１頭当たり産乳量 ７，７２６kg ６，１９４kg
経産牛１頭当たり売上高 ７１０千円 ５８３千円
年間経常所得 ７，６６９千円 ８，３７０千円
経産牛１頭当たり年間経常所得 ２３５千円 ２３４千円
所得率 ３３．２％ ４０．１％

（表１）時間放牧導入による飼料費低減の効果・影響
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経営にあっては、時間放牧など飼養方法等を

変えることを検討する場合には専門家に相談

し助言を受け、導入の効果を最大限に引き出

すようにしていただきたいと思います。

【酪農経営 生産技術全体の改善による飼料

費高騰への対応】

次に、繁殖から産乳量まで生産技術全体の

改善により収益性の向上を実現した事例を紹

介します。主な取り組みは表２の通りです。

この結果として、経営成績は表３の通りと

なりました。

表をみる限りでは、経産牛１頭当たり８０００

円の収支差引減となっています。しかし、飼

料高騰により経産牛１頭当たり購入飼料

費は１１万２０００円（２７％）増であったのに

対して、①技術改善等により飼料以外の

生産コストを圧縮し当期生産費用全体で

は６万１０００円の増加に抑制したことと、

②産乳量を増やし経産牛１頭当たり乳代

収入を１３万７０００円増加させたことによ

り、収支差引では経産牛１頭当たり８０００

円の減に食いとどめることができた事例

といえます。

【肉用牛肥育経営 枝肉量のアップによ

り肥育期間を短縮し収益性の向上を実

現】

枝肉量のアップによる肥育期間の短

縮、事故率の低減を目指した肉用牛肥育

経営をとりあげます。

まず、生産技術の取組成果について表

４をご覧ください。

肥育ステージごとの飼料給与プログラムや

飼養管理方法を再検討し、肥育前期の粗飼料

給与量の増加や血液検査の実施等により出荷

肥育牛１頭１日当たり増体量（DG）が０．１１

kg向上し、全体の増体量のアップ（３１kg増）、

肥育日数の短縮（４０日短縮）を実現させてい

ます。

その結果、表５に示す通り、飼料価格高騰

下において、購入飼料費を肥育牛１頭当たり

３万１０００円の増加にとどめ、逆に増体量の向

上による枝肉量のアップにより販売価格を出

荷肥育牛１頭当たり１万６０００円上昇させ、最

終的に所得率を１５．４％から１７．１％に引き上げ

ました。

改善前 改善後

種付回数 ３．３回 ２．１回
繁殖成績の改善 分娩間隔 １５．１ヵ月 １３．４ヵ月

平均産次数 ２．２産 ２．４産
生産量の増加（経産牛１頭当たり産乳量） ８，８９８kg １０，２３３kg

（表２）当経営が取り組んだ主な改善内容

改善前 改善後

経産牛平均飼養頭数 ４５．３頭 ４４．２頭
経産牛１頭当たり購入飼料費 ４１４千円 ５２６千円
経産牛１頭当たり売上原価 ① ９０２千円 １，０３９千円
経産牛１頭当たり乳代収入 ８６５千円 １，００２千円
経産牛１頭当たり収入（全体）② ９８１千円 １，１１０千円
収支差引（収入－売上原価）②－① ７９千円 ７１千円

（表３）生産技術全体の改善による経営成績

改善前 改善後

枝肉量のアップ
（DG）

３９８．２kg
（０．５１０kg）

４２９．３kg
（０．６２０kg）

肥育日数の短縮 ６９２日 ６５２日
事故率の低減 ３．３％ ０％

（表４）枝肉量、肥育日数短縮、事故率低減の成果
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販売価格については市況変動の影響を受け

ることから枝肉量のアップ、それに伴う肥育

日数の短縮のみが収入を押し上げたとは断定

できませんが、肥育日数の短縮は肥育回転率

の上昇につながり、長期的には経営にとって

収益性の向上に結びつくことが大いに期待さ

れます。

全国の動向からみる飼料費低減
の取り組みと効果

ここでは、養豚経営におけるエコフィード

等の低・未利用資源（以下「未利用資源」と

いいます。）の活用が経営に与える効果を養

豚経営を例にみていきます。

用いる数値は中央畜産会が道府県畜産協会

の協力を得て集計した養豚経営改善指導事例

の全国集計結果の平成２０年の数値であり、平

成１９年の飼料価格高騰の影響が続いている

時期の診断事例の数値です。

未利用資源の活用が経営成績にどのよう

に現れているかを示したのが表６です。

表６をみると、未利用資源を活用してい

る経営の方が購入飼料費は種雌豚１頭当た

りで３万４０００円少なくなっています。

これを種雌豚１００頭規模の経営で考えれ

ば、年間３４０万円のコストダウンにつなが

り、単純化してみれば経営所得が３４０万円

アップすることになります。

飼料コストの低減に向けて、未利用資源

の活用は今後の経営を考えていく上で検討

すべき一項目といえましょう。

一方で、未利用資源の飼料利用は、一定

品質・量の未利用資源を安定的に集めるこ

とが課題となり、それをしようとすると逆に

コストアップになってしまう場合もあるし、

家畜の生産性を落とさずに向上させる技術も

必要です。

未利用資源の活用は、地域の条件や経営規

模、食品製造販売業者や飼料製造販売業者な

どとのつながり、家畜の生産技術などいくつ

かの条件がそろってはじめてコスト低減や収

益性の向上を引き出すことができることに注

意が必要です。

畜産経営においては、地域の農協、農業改

良普及センター、畜産協会、試験研究機関、

関係業者と相談をしながら、飼料価格高騰下

における未利用資源の活用について検討して

ください。

未利用資源
活用有り経営

未利用資源
活用無し経営

購入飼料費 ４３０，３１１円 ４６４，１２０円

当期生産費用 ６７２，８２１円 ６８２，６８９円

売上原価 ６５２，４６２円 ６６２，４３３円

売上高 ６９６，３４０円 ６８５，８１８円

売上総利益 ４３，８７８円 ２３，３８５円

（表６）未利用資源の活用の有無による経営成績
（種雌豚１頭当たり）の比較

改善前 改善後

肥育牛１頭当たり購入飼料費 １２１千円 １５２千円

肥育牛１頭当たり売上原価 ４６３千円 ４５９千円

出荷肥育牛１頭当たり販売価格 ９８４，６０３円 １，０００，２１３円

肥育牛１頭当たり販売収入 ５３８千円 ５４６千円

肥育牛１頭当たり年間所得 ８４千円 ９３千円

所得率 １５．４％ １７．１％

（表５）技術改善による経営成果
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まとめ

以上、経営個々の取り組み、全国集計の動

向をみてくると、飼料価格の高騰に備えて取

り組むべきことのポイントは次のように考え

られます。

①経営の中で改善すべきポイントを探る

飼料費を低減することに着目することは重

要ですが、その１点だけに視点を当てるので

はなく、経営の中でそもそも改善すべき点が

ないか、その点を明確にし、そこから飼料費

の低減につなげられる要素がないか探ること

が必要です。

ここまで紹介してきた取り組みは、経営の

中にある課題点の一つ一つを改善していくこ

とで、飼料費の最大限の圧縮を図ったり、飼

料費は増えたとしてもそれを上回る収入増を

実現することで収益性の向上を図ったりして

います。

経営改善に取り組んだきっかけは飼料価格

の高騰ではありましたが、これらの経営の改

善ポイントはいずれも、飼料価格だけに関係

することではなく畜産経営の収益性の向上に

おいて検討すべき内容です。

②改善ポイントの問題解決と合わせて最終的

な経営トータルの収益性を考える

①とつながる話ですが、最終的には利益・

所得をいかに確保していくかが経営の維持に

は必要となります。

いくら飼料費のコスト圧縮を実現しても収

益性が下がってしまっては元も子もありませ

ん。

経営トータルでいかに収益性を維持・向上

させていくか、その中で飼料価格の高騰とい

う問題にどのように対応していくかといった

視点が必要です。

おわりに

飼料価格の高騰をはじめ厳しい環境下にお

かれている畜産経営の今後の持続的発展にお

いて、行政による畜産施策等のバックアップ

とともに、経営の基本を再度点検し、しっか

りとした経営の土台づくりが今こそ必要であ

ると考えます。

ここまで紹介してきた経営改善事例は、平

成１９年の飼料価格高騰下において道府県畜産

協会の経営診断・助言を受けながら、課題を

克服していった経営です。

経営診断・助言が確かな経営成果として現

れているものであり、経営の改善やステップ

アップに取り組もうとされている生産者の皆

様は、ぜひ、最寄りの畜産協会に一度相談を

していただきたいと思います。

（筆者・㈳中央畜産会経営支援部（支援・調査）主幹）

エコフィードの活用でコスト低減を図る養豚経営
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はじめに

江草牧場は、岡山県西北部の高梁市備中町、

広島県と境を接する中山間地にあります。人

口は約３万５０００人で、肉用牛（黒毛和種）の

飼育や標高を活かした高品質なトマトやぶど

う（ピオーネ）の栽培が盛んです。

経営主の江草孝一さんは、１０頭の牛と小さ

な牛舎１棟から経営を開始し、昭和６０年に岡

山中部畜産基地整備事業（旧公団事業）を活

用するなど、徐々に規模拡大した結果、現在

では６棟の牛舎に労働力２．５人で肥育牛（子

牛を含む）２５０頭、成雌牛４０頭を飼養してい

ます。県内の家族経営の中では指折りの飼養

頭数規模を誇ります。

一産どり肥育の実施

江草さんは、平成１２年頃から新たな生産方

法として、種付・受胎確認された高齢の成雌

牛（経産牛）を導入し、分娩後に母子ともに

肥育する、いわゆる「一産どり肥育」に取り

組みました。

一般的に肉用牛肥育経営では、売上高の約

半分は素牛代として支出することになりま

す。また、繁殖・肥育一貫経営の場合は、生

まれた子牛を２年以上の歳月にわたり、自ら

の農場で飼養しなければなりません。それに

比べ、一産どり肥育は、妊娠経産牛を購入し、

分娩後に子牛は通常肥育、母牛は飼い直し肥

育をそれぞれ行い販売することで、資金を効

一産どり肥育により資金を効率的に回転させ経営改善に取り組む
―岡山県高梁市備中町・江草牧場―

一般社団法人岡山県畜産協会 築山 伴文

江草牧場は標高５００mの中国山地の尾根に広がる（左：肥育牛舎、右：運動場より地域を遠望）。
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率的に回転させることができるのです。

例えば、２５万円で妊娠経産牛を導入した場

合、母と分娩子牛の飼料代が１０～１５万円かか

りますが、母牛が２５万円程度で販売できるた

め、１０～１５万円で肥育素牛が手に入る計算に

なります。

また、既に妊娠しているため、一貫経営と

は異なり、種付けの遅れによる分娩間隔の延

長などはなく、効率的な生産ができるのです。

さらなる取り組み

導入する妊娠経産牛の産次は、以前は平均

１０産でしたが、最近は８産ほどです。導入先

は、県内および中国地方の成牛市場では、ま

とまった頭数が揃わないため、九州地方に買

い付けに行っています。

平成１２年の開始から徐々に拡大し、成雌牛

の飼養頭数は、１９年に２５頭、２４年現在は４０頭

にまでなりました。

子牛の哺育・育成は、超早期母子分離に取

り組んでいます。生後１週間以内に離乳させ

ることで、子牛の下痢予防と発育改善につな

げています。母牛も早期離乳させることで、

平均４ヵ月で飼い直し肥育を完了させること

ができています。

最近では、妊娠経産牛の価格対策や成雌牛

の耐用年数延長を目的に、４０頭のうち約２０％

を分娩後に保留し、人工授精し、２～３産子

牛を生ませてから飼い直し肥育することも

行っています。

江草さん自身が「肉用牛飼養農家のリサイ

クル」と呼ぶ一産どり肥育の仕組みは、母子

をセットでとらえて、「利益を最大に生む」

生産方式として、江草牧場の収益性と資金繰

りに貢献してきました。

経営主の江草孝一さん（写真中央）

肥育牛 成雌牛と分娩子牛（早期母子分離後、ともに肥育仕向
けされる）

2012.12.15 No.277 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

7



なお、長男が就農を希望しており、繁殖部

門の拡大も検討しています。

資金繰りの悪化による
畜特資金の融通で経営改善

現在、県内の家族労働力主体の経営では、

指折りの飼養頭数と新たな飼養体系を確立し

た江草さんですが、ここに至るまでには苦労

がありました。

急激に増頭してきたことが影響し、飼料費

を中心に資金繰りが厳しくなりました。この

ため、二十数年前に大家畜経営体質強化資金

（以下、「畜特資金」）への借り換えを行いま

した。

畜特資金の投入により資金繰りが滞りなく

戻りました。さらに前述した一産どり肥育の

取り組みにより、肥育回転率がよくなり、ま

すます資金繰りも円滑になるなどし、経営改

善に至りました。

「関係者とつながりは大切」である

農場の経理処理は、江草さんの奥さんがソ

リマチ農業簿記を活用して行っており、年に

数回、全農と岡山県畜産協会が支援をしてい

ます（ちなみに、整理方法等は、県と岡山県

畜産協会等で共同作成した「複式簿記マニュ

アル」に基づき実施）。

また、２ヵ月に１回、地元県民局、家畜保

健衛生所、農米普及指導センター、JA、飼料

会社などの支援を受けての採血の実施やこれ

とは別に２ヵ月に１回、飼料給与の支援も受

けています。

すでに高い飼養管理技術を持ち、経営管理

もしっかりと自己で行っている江草さんです

が、現状に満足することなく、何より関係者

の集まる機会をいろいろな情報交換を行える

場として大切なものとしてとらえています。

ある時、江草さんは「関係者が農場に来て、

巡回し、データをみて気づいたことを言って

もらうことは大切なこと」「意外と経営主が

気づかないで、第三者の言葉で気づくことが

多いもの」と語られました。

経営改善に対して必要な支援の姿ともいえ

る言葉として強く印象に残っています。

経営開始時の牛舎

増棟にあたっては古電柱の利用で低コストに心がけて
きた
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肥育部会の部会長として
ブランド化に尽力

江草さんはJAびほくの肥育部会の部会長も

務めています。肥育部会では現在、当牧場と

同様に、血中のビタミンA量と総コレステ

ロール量のサンプリング調査によるコント

ロール手法の確立に取り組んでいます。この

結果、事故率の低減、枝肉共励会での好成績

につながるなど、経営改善の効果が出ていま

す。

また、このほど部会が中心となり、ブラン

ド「備中牛」を立ち上げました。大衆が食べ

ることのできる牛肉、地域で生産者の顔のみ

える形をねらったもので、現在１２戸で約３００

頭を出荷しています。地元で開催されるイベ

ント等でのPRが中心ですが、地元小学生が名

付け親のキャラクター「びーもちゃん」も加

わって、今後、地元を中心にさらなる販売を

展開していくとのことです。

直販の拡大と地域活性化に向けて

江草さんは５年ほど前から月に１回、半頭

分を買い戻して、道の駅での販売を自らの足

で注文を受けての地元消費に取り組んでいま

す。最近は月に１～２頭にまで増えました

が、現在のところ、直営店を開店するつもり

はありません。開店・運営費用を考えてのも

のです。

ただ、「食肉加工技術を習得した後、将来、

直売店をやりたい」と考えている次男の意向

もあり、その可能性に向けた情報収集を開始

しています。

また、地域にはUターン組を含め、江草さ

んよりも若い畜産農家が４戸あり、彼らを含

めた形で地域活性化につながらないかと模索

しています。

標高５００mにある地域を十分に堪能しても

らえるよう、青空の下で味わってもらえる

「焼肉交流イベントをやりたい」という将来

像を描いています。

（筆者：一般社団法人岡山県畜産協会経営指導部調査役）

県南部より購入している飼料イネWCS

備中牛のキャラクター「びーもちゃん」
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はじめに～本マニュアルの紹介

⑴ 作成の背景

わが国の畜産経営を取り巻く環境は、飼料

価格、燃料価格の上昇に伴う生産資材の急激

な負担増に加え、昨今の経済情勢を反映した

販売価格の低迷など激変しています。これら

に対応するためには、自ら経営を切り開いて

いくという強い経営者意識を持ち、自らの経

営を適切に把握し経営の向上に取り組むとと

もに、経営に必要な情報を自ら収集・選択し

判断する力と行動力を持ち外的環境の変化に

も柔軟に対応できる足腰の強い畜産経営の育

成が急務です。

一方、力強い畜産経営を育成していくため

には、畜産経営自らの取り組みと併せて、そ

れを支援していく都道府県等の畜産経営支援

活動が重要な役割を担っています。本マニュ

アルは、都道府県等の畜産経営支援者育成の

畜産経営支援協議会（㈳中央畜産会他４団体で構成）では、平成２３年度において都道府県
等の畜産経営支援者育成の一助としていただくため、畜産経営の分析・助言にあたっての経
営評価のポイントや課題点の発見方法を主たる内容とした経営支援者向けの解説書「早期改
善のための畜産経営支援マニュアル（以下「本マニュアル」）を作成しました。
本マニュアルに掲載されている内容は、畜産経営支援者が効果的で効率的に支援を実施す

るために必要な視点（経営分析・助言のポイント）を盛り込んでいることから、今号より複
数回にわたり抜粋して紹介します。
今回は、畜産経営の経営分析（経営成果の把握）にあたって必要となる基礎知識のうち、

畜産経営の性格について紹介します。

畜産経営分析の視点を学ぼう① 畜産経営の性格を理解しよう
―早期改善のための畜産経営支援マニュアルより―

編 集 部
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一助としていただくため、畜産経営の分析・

助言にあたっての経営評価のポイントや課題

点の発見方法を主たる内容として解説するも

のです。

⑵ ねらい

本マニュアルは、効率的に経営分析を行い

経営の課題やその課題解決のために畜産経営

が取り組む必要のあることを助言する際の着

眼点を整理しています。

一方で、畜産経営の育成には、日々の営み

の中で経営状態や課題を意識し自ら経営管

理・技術改善を行えるようなサポートを行う

必要があります。

畜産経営支援者が、本書を利用し、効果的

で効率的に支援を実施するために必要な視点

（経営分析・助言のポイント）を理解してい

ただくために作成されています。

⑶ 利用者

本マニュアルは、営農指導や経営診断にこ

れから携わっていく畜産経営支援者が利用す

ることを想定し作成されたものですが、中堅

の畜産経営支援者が振り返って経営診断のポ

イントを確認したい時や研修会等での利用な

どにも活用できるような内容・編集がされて

います。

⑷ 構成

本マニュアルは、畜種共通で経営分析の基

礎を紹介するⅠ章と畜種毎に経営分析のポイ

ントを解説するⅡ章に分かれています。

Ⅰ章「経営分析の基礎（経営成果の把握）」

では、畜産経営の性格、財務諸表の見方（損

益計算書・貸借対照表の見方）、経営分析の

種類と内容等を紹介しています。

Ⅱ章「畜種毎の経営分析のポイント」で

は、酪農、肉用牛繁殖、肉用牛肥育、養豚の

畜種ごとに、それぞれの経営特性、経営判断

に必要な数値の把握方法、分析数値の見方な

どを紹介しています。

土地利用型畜産と施設型畜産

畜産経営は、大きく土地利用型畜産と施設

型畜産に分けることができます。

⑴ 土地利用型畜産とは？

土地利用型畜産は、家畜の飼料の一部を自

らの経営で生産します。飼料は濃厚飼料と粗

飼料に分けることができますが、濃厚飼料は、

わが国の場合、ほとんどが海外からのトウモ

ロコシ輸入に依存しているのが実情です。

従って、飼料生産といっても日本国内では粗

飼料生産が中心です。粗飼料を必要とする畜

種は、酪農と肉用牛繁殖です。しかし、実際

には、規模拡大に伴って、海外からの乾草や

ヘイキューブに依存する割合が高くなってい

ます。

日本全体では、粗飼料の約８割を国内で自

給し、２割を輸入に依存しています。

⑵ 施設型畜産とは？

それに対して、施設型畜産は粗飼料を生産

しません。一般的に反芻作用をしない中小家

畜（養豚、採卵鶏、ブロイラー）、肉用牛肥

育が該当します。ただし、肉用牛肥育部門の

場合、基本的には粗飼料を生産しませんが、

稲わら等の粗飼料を給与する必要があり、稲

わら等の収集が必要になってきます。
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⑶ 成果の部門把握にあたって

土地利用型畜産の場合、経営は粗飼料生産

部門と家畜飼養部門の２部門から構成されま

す。しかし、多くの畜産経営では両部門を一

体として成果を捉え、部門計算まで行ってい

るケースは少ない状況です。

なお、部門計算を行うには、共通費用の按

分が必要になってきます。例えば、種苗費や

肥料費は全額を粗飼料生産部門に、素畜費や

飼料費は全額を家畜飼養部門に含めることが

できますが、動力光熱費等は部門間の按分が

必要になります。

販売収入と所得

畜産経営では畜産物の販売が周年を通じて

行われます。従って、１年間に限られた時期

にしか収穫できない耕種経営と比較すると、

資金の流入は安定しており、一見すると資金

繰りは容易に見えます。

しかし、販売収入を所得と勘違いして家計

費に回すと、経費が支払えずに損失につなが

ることになります。この損失が累積すると、

負債が膨らみ、固定化負債になってしまいま

す。

また、畜産経営の場合、耕種経営などと比

較し投資金額が大きく、どうしても借入金に

依存せざるを得ません。借入に伴う利子の返

済、元金の返済に留意する必要があります。

従って、借入金の元利償還も考慮して、家計

支出する必要があります。

所得は、図１のように、すでに借入金の利

子が控除されています。この所得を家計支出

にすべて費やしてしまい、手元に預貯金がな

いと、元金返済分がまた新たな借入につなが

ります。利子を返済していれば、負債の総額

は増えません。しかし、負債の借り換えは、

長期借入金が短期借入金に置き換わることに

留意する必要があります。

一般に、長期借入金よりも短期借入金の利

子率が高くなっていること、また、財務の安

全性の面からも短期借入金の発生や増加は経

営にとってマイナスになっていることに留意

する必要があります。

なお、利子の支払いは、融資機関の証書貸

付（長期資金・短期資金）に伴うものだけで

はなく、この他、営農勘定や組合員勘定取引

に伴い発生する場合や、相手との契約内容に

よっては未払いや買掛けに伴っても発生しま

す。

価格変動のリスクと
交易条件の悪化

⑴ 外的要因によるリスクの考慮が必要

畜産物価格の変動や近年の濃厚飼

料価格の高値水準も経営を考えてい

く上で考慮する必要があります。す

なわち、経営の努力を超えた交易条

件の悪化に直面した場合、所得は減

少し、借入金の元金返済や家計費を

（図１）所得と借入金元利償還に見合った家計支出
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賄えない事態も生じます。

飼料について考えた場合、購入依存の施設

型畜産は土地利用型畜産よりも飼料価格の変

動に交易条件は影響を受けることになりま

す。

⑵ 交易条件とは？

「交易条件」とは、一般的に、輸出品一単

位と交換に入手できる輸入品の数量のこと

で、輸出物価指数を輸入物価指数で割った数

値で表します。

農業にも交易条件があり、その場合には農

産物の生産者価格と農業生産資材価格の関係

を意味します。農産物生産者価格指数を農業

生産資材価格指数で割って、１００をかけるこ

とによって求めることができ、生産者価格が

高くなれば、「農業の交易条件が改善した」

と言えます。

肉用牛肥育における価格変動の
リスク（想定例）

⑴ 検討に用いる交易条件指数

肉用牛肥育における価格変動のリスクにつ

いて考えてみたいと思います。

（表１）肉用牛経営の交易条件の推移
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ここでは、枝肉価格を配合飼料価格で割っ

たものを交易条件指数と呼ぶことにします。

交易条件指数＝枝肉価格／配合飼料価格

この交易条件指数は、数値が大きいほど、

肉用牛肥育部門にとって経済的に有利で、小

さいほど、経済的に不利になります。

⑵ 肉用牛経営の交易条件の推移

表１は、肉用牛肥育部門の中でも去勢和牛

（以下「和牛」）、交雑種去勢牛（以下「F１」）、

乳用種去勢牛（以下「乳雄」）の代表的な枝

肉価格（それぞれA５、B３、B２）と、配合飼料

価格（肉用牛肥育用）の最近の動きをデータ

で示したものです。

⑶ 年度別推移

平成１３年９月１０日に日本で初めてBSE感染

牛が発見されたこともあり、１３年度から１４年

度の枝肉価格は、１２年度の数値に比べて低い

水準になっています。特に、乳雄価格の下落

が大きくなっています。

１５年１２月に、①日本で牛肉トレーサビリ

ティ法が施行されるなど国産牛肉に対する消

費者の信頼が回復したり、②米国でBSE感染

牛が見つかり日本への米国産牛肉の輸入が停

止されたりしたことによって、１６年度から１８

年度にかけて、枝肉価格は高い水準で推移し

ていることが分かります。

一方、配合飼料価格は、１４年度から２０年度

にかけて上昇傾向にあり、交易条件指数は、

１７年度をピークに低迷していることが分かり

ます。

さらに、２３年に入ると、日本での東日本大

震災の発生、EUの金融危機、アメリカにおけ

る失業率の上昇など世界的な景気低迷に直面

している中での超円高基調が、景気低迷を引

き起こすことになります。

さらには、牛肉・稲わらからの暫定規制値

を超えるセシウム検出も相まって、牛肉需要

の後退による枝肉価格の低迷により２３年９月

の交易条件指数は１３年度水準以下に落ち込ん

でいます。
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（表１）肥育牛補塡金の単価の算定 単位：円／頭
区 分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種

平均粗収益 A ８３２，６９９ ５１１，８３６ ２８８，０２９
平均生産費 B ８９５，４０５ ６５３，１８５ ３８５，２９３
差額 C＝A－B △ ６２，７０６ △ １４１，３４９ △ ９７，２６４
補塡金単価 C╳ ０．８ ５０，１００ １１３，０００ ７７，８００
注：１００円未満切り捨て

１頭当たりの肥育牛補塡金単価

牛肉・稲わらからの暫定規制値等を超えるセシウム検出に関する緊急対応策のうち肥育経営の
支援対策として、肉用牛肥育経営安定特別対策事業の平成２４年度の補塡金について、肉用牛肥育
経営の資金繰りが改善されるまでの間、月ごとに支払う方式を継続します。
平成２４年１０月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業

実施要綱第５の６の⑽のアの()アの肥育牛補塡金の単価については、表１の通り公表しました。
また、補塡金の支払いは、１２月下旬に行うこととしています。
なお、青森県、岩手県、宮城県、福島県、栃木県、茨城県、千葉県、長野県、新潟県、宮崎県、

熊本県および鹿児島県については、平成２４年１０月に販売された生産者積立金の納付が免除された
交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要綱附則１０、１９および２２
の肥育牛補塡金の単価について、表２の通り公表しました。

（表２）肥育牛補塡金単価
（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
３７，５００円 ８４，７００円 ５８，３００円

注：補塡金交付額に見合う財源を確保できない場合、肉用牛肥育経営安定対策事業（マルキン事業）同様に、
上記補塡金単価を減額することがあります。

○ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要網（抜粋）
第５の６の⑽のアの()イ
県団体は、肥育安定基金の全額を取り崩してもなお支払うべき肥育牛補塡金の額に不足が生じる場

合は、理事長の承認を受けて、補塡金単価を減額することができるものとする。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の肥育牛補塡金単価について
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自力施工のすすめ

ウインチ付き削蹄枠の特徴

県内には、日常作業の効率化や費用節減を図ろうと、創意工夫する畜産経営者が多数いま
す。その中で、削蹄枠作業をより早く、かつ安全に行えるよう工夫を施している桜庭真悟さ
んを紹介します。

桜庭さんは、九戸村で酪農を営んでおり、機
器具の自力施工で、コストを抑えるとともに、
作業効率を高める“使いやすさ”を追求し、さ
まざまな工夫を実践してきた経営者です。
農機具の加工を自分で行えるようにと、溶接

の技能講習を受講し、技術を習得。これまでに
乾草運搬のためのロールグリッパーを始め、数
多くの機器具を自作・加工してきました。
中でも自信作は、牛の蹄病治療や削蹄時に保

定に使用する「削蹄枠」です。

⑴ 牛を短時間かつ安全に固定
桜庭さんの製作した削蹄枠の特徴は、前後にウインチ（巻き揚げ機）が取り付けられてい

ウインチ付き削蹄枠を自作――より早く安全に
岩手北部農業共済組合 琵琶坂 忠雄

（写真１）桜庭真悟さん。削蹄枠のほかにもロール
グリッパーなど各種機器具を自力製作している

（写真２）桜庭さんが製作した削蹄枠（牛が入る前） （写真３）桜庭さんが製作した削蹄枠（牛を固定した
状態）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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● ●
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まとめにかえて

ることです。このウインチが作用し、ロー
プで素早く肢を固定することができます。
肢とウインチのシャフトをロープでつない
でから固定に要する時間はたったの１０秒ほ
どとのことです。
このウインチ付き削蹄枠は、「牛にスト

レスがかからず、暴れることも少ない」と
いう効果があるほか、「何よりも牛がケガ
をしないように、安全であることに気を使
いました」と桜庭さんはいいます。
⑵ 製作費用
削蹄枠の原型が出来たのは１４年前です。

当初は、外枠と面綱をつなぐ部分のみのシ
ンプルなものでしたが、その後、作業の効
率化を図るために改良を重ねてきました。
通常、削蹄枠を購入すると数十万円を要し
ますが、廃材利用により製作費用を５～６
万円に抑えることができました。

桜庭さんは、「削蹄枠をはじめ、ほかの
機器具もまだまだ改良したい部分がありま
す。溶接の腕を生かして、これからも研究
を続けていきたいです」と意欲的です。
大掛かりで高価な機械を使用することの

多い酪農経営ですが、桜庭さんのような
ちょっとした工夫で自作・施工し、コスト
削減や作業効率の改善を図ってみてはいか
がでしょうか。
（筆者：岩手北部農業共済組合総務・企画課）

（写真４）ウインチを使用することで、素早くかつ安全
に肢を固定することができる（上、下）

（写真５）削蹄枠を利用し、蹄病のケアをする桜庭さん
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